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もしもの時の

災害 (さいがい)時 (じ)給食 (きゅうしょく)体験 (たいけん)


今日 (きょう)、９月１日は「防災 (ぼうさい)の日 (ひ)」です。1923年9月１日に関東 (かんとう)大震災 (だいしんさい)が起 (お)こり、多 (おお)くの犠牲者 (ぎせいしゃ)がでました。震災後 (しんさいご)、災害 (さいがい)への認識 (にんしき)を深 (ふか)め、災害 (さいがい)に対 (たい)する備 (そな)えを確認 (かくにん)するために、9月1日が「防災 (ぼうさい)の日 (ひ)」と制定 (せいてい)されました。
今年 (ことし)は関東 (かんとう)大震災 (だいしんさい)から１００年となり、東北 (とうほく)地方 (ちほう)に関 (かん)しては東日本 (ひがしにほん)大震災 (だいしんさい)から１２年になります。毎年 (まいとし)、地震 (じしん)や水害 (すいがい)など、日本 (にほん)のみならず世界 (せかい)各地 (かくち)で災害 (さいがい)が発生 (はっせい)しています。
　そこで今日 (きょう)は、もしもの時 (とき)の「災害 (さいがい)時給食 (じきゅうしょく)」にしました。非常食 (ひじょうしょく)も実際 (じっさい)に食 (た)べる体験 (たいけん)をしておくことで、災害 (さいがい)時 (じ)でも安心 (あんしん)して食 (た)べることができると言 (い)われています。いつもとは違 (ちが)う給食 (きゅうしょく)メニューですが、災害 (さいがい)について考 (かんが)えながら、非常食 (ひじょうしょく)を実際 (じっさい)に食 (た)べる体験 (たいけん)をしましょう。
　　
アルファ化 (か)米 (まい)ごはん（宮城県産 (みやぎけんさん)うるち米 (まい)）
アルファ化 (か)米 (まい)とは、炊飯 (すいはん)した米 (こめ)を急速 (きゅうそく)に乾燥 (かんそう)させてできた米 (こめ)で、長期 (ちょうき)保存 (ほぞん)が可能 (かのう)です。
米 (こめ)を洗 (あら)ったりせず、水 (みず)を加 (くわ)えただけでもご飯 (はん)になります。
· 災害 (さいがい)時 (じ)に停電 (ていでん)やガスが停止 (ていし)した時 (とき)は、水 (みず)を加えただけで食 (た)べることになりますが、
今日 (きょう)は、給食 (きゅうしょく)と同 (おな)じように炊飯 (すいはん)しました。
救給 (きゅうきゅう)ゴロゴロ野菜 (やさい)の煮物 (にもの)　
　　　　　容器 (ようき)を立 (た)てて、袋 (ふくろ)を開 (あ)け、スプーンを使 (つか)ってそのまま食 (た)べてください。
アレルギー特定 (とくてい)原材料 (げんざいりょう)２８品目 (ひんもく)を使用 (しよう)していない非常食 (ひじょうしょく)で、具材 (ぐざい)がゴロゴロ入った野菜 (やさい)の煮物 (にもの)です。災害 (さいがい)時 (じ)に不足 (ふそく)しがちな野菜類 (やさいるい)を食 (た)べることができます。
温 (あたた)めずに食 (た)べることができ、立 (た)てられる容器 (ようき)なので、皿 (さら)などに移 (うつ)し替 (か)える必要 (ひつよう)がありません。停電 (ていでん)や断水 (だんすい)、ガスが停止 (ていし)しても食 (た)べることができます。
· 災害 (さいがい)時 (じ)には温 (あたた)めずに食 (た)べることになりますが、今日 (きょう)は温 (あたた)めました。

きのこのみそ汁 (しる)
冷凍 (れいとう)のきのこや、油揚 (あぶらあ)げ、野菜 (やさい)のほか、乾燥 (かんそう)している凍 (こお)り豆腐 (とうふ)、カットわかめを使 (つか)っています。冷凍 (れいとう)の野菜類 (やさいるい)や乾燥 (かんそう)している食材 (しょくざい)を備蓄 (びちく)しておけば、物流 (ぶつりゅう)がストップしても、災害 (さいがい)時 (じ)に不足 (ふそく)しがちな野菜類 (やさいるい)を食 (た)べることができます。
停電 (ていでん)や断水 (だんすい)，ガスが停止 (ていし)しても，カセットコンロや備蓄 (びちく)している水 (みず)で作 (つく)ることができます。
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